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研究

 

発達障がい児が安全で快適にすごすことができる住環境の提案

―家庭内事故の防止及び二次障害防止の視点から―

 
主査 徳田 克己＊

委員 水野 智美＊ ，西館 有沙＊ ，西村 実穂＊

 
発達障がい児は衝動性の強さ，注意視野の狭さ，こだわりなどの特性があることから，日常のけがが多い。本研究では，

発達障がい傾向のある子どもが家庭内，幼稚園や保育所の屋内のどのような場所で、どういった事故やけがを起こしてい

るのかを明らかにした。その結果，発達障がい児には階段や家具などから転落する，家具等に頭をぶつけるケースが多か

った。保護者や保育者は，階段に柵を設ける，窓に補助ロックをつけるなどの対策をしていた。多くの家庭では子どもが

けがをしてから，対策を立てることで対策を終えていたが，保育者では絵カードなどの視覚支援を用いて子どもが危険な

行為をしないように指導しているケースが多くみられた。

 
キーワード：１）発達障がい児，２）家庭内事故，３）けが，４）二次障害，５）保護者，

６）保育者，７）絵カード，８）衝動性，９）注意視野，１０）こだわり

 

SUGGESTION OF LIVING ENVIRONMENT WHERE CHILDREN WITH DEVELOPMENTAL 
DISABILITIES CAN LIVE SAFELY AND COMFORTABLY 

- From the perspective of preventing domestic accidents and secondary disabilities - 
 

Ch. Katsumi Tokuda 

Mem. Tomomi Mizuno, Arisa Nishidate, Miho Nishimura 

This research clarified what kind of places at home and inside of kindergartens and daycare centers the children with tendency of 

developmental disabilities have accidents and injuries. As a result, there are many cases where children with developmental disabilities 

fall from stairs and furniture, and bump their head into furniture. Parents and nursery teachers take measures such as install a fence on 

the stairs and put an auxiliary lock on the window. At home, many families take measures after children get injured but at many 

daycare centers, visual assistance, such as picture cards, is used to warn children not to behave dangerously.  

 

はじめに

問題の所在

幼児は，大人が予測していない行動をとり，事故に遭

ったり、けがをしたりすることがある。しかし，マスコ

ミでしばしば報道されるようなマンションのベランダか

ら転落するといった大きな事故の背景には，子どもに発

達障がい傾向があることが疑われるケースが多い。発達

障がい傾向のある子どものなかでも，特に 衝動傾向

のある子どもは，目の前に自分の興味や関心のある事柄

があったり，ふと頭に何かが思い浮んだりすると，周囲

を見渡すことなく，突然，行動を起こしてしまう。また，

注意視野が狭く，目的の方向にしか視線が向かないため，

急に走り出して，周囲の人とぶつかることがある文 ）。

（ ）文 ）は，

衝動傾向のある人の行動特性として，「無意図的，無計画，

向こう見ずであり，その行為には非常に危険が伴うにも

かかわらず，自分の行動がどのように帰結するのかを考

えない」と述べている。このような行動をとる背景には，

衝動傾向のある人は生まれつき自分の行動を抑制

する能力が欠如していることが指摘されている文 ）。水

野・徳田・西村・西館（ ）文 ）が保育者を対象に行

った調査の結果によると，散歩の途中で急に走り出して

しまう子どもの多くが「興味がある物が目に入ると，そ

ちらに行ってしまう」「つないだ手を振り切って行ってし

まう」「いつも落ち着きがなく動いている」といった行動

をしており，それらの子どもたちには発達障がい傾向が

あることが確認されている。このように，発達障がい傾

向のある子どもは事故やけがと隣り合わせで生活してい

る。しかし，定型発達の子ども（通常の子ども）に対応

するように，何かが起きてからその原因を示して注意し

ても，全く効果はなく，発達障がい傾向のある子どもの

問題行動は繰り返されるだけである。

そうすると，保護者や保育者から子どもは常に叱られ

ている状態になり，子どもは二次障害を負うことになる。
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に対して劣化自体と同じように対処する」としてい

ることとに近い。DUBEDOUT(1983), pp.11-12 

INSTITUT D’AMENAGEMENT ET D’URBANISME 

ILE-DE-FRANCE (2017), pp. 104-105 
https://www.service-public.fr/particuliers/vosdroits/ 

F16158 
法文では「ある建物、それが既存のものであっても建

築中・計画中のものであっても、空家であっても占有

されていても、接道していてもいなくても、あるいは

連棟の建物、街区、街区の集まりが、その性質上ある

いは占有もしくは開発の状態によって、居住者あるい

は隣人の健康に対して危険となっている場合」とされ

る 公衆衛生法典法第 1331-26 条）。 
ATELIER PARISIEN D’URBANISME (2007), p.3 

de CILLEULS (1869), p.9 

ATELIER PARISIEN D’URBANISME (2007), p.4 
15) 吉田(1997），p.49。なお、現在の制度は 1948 年法

第 10 条に遡る。

ATELIER PARISIEN D’URBANISME (2007), p.4 
https://www.collectivites-locales.gouv.fr/pouvoirs-

police-maire-matiere-dhabitat 
吉田(1997), pp.57 et s. 
JOSPIN et GAYSSOT (2000), p.114 
RIMBERT (2000), pp.287-288 
本デクレは 2017 年に修正されたが、条文構成は

変えず、物理的安全および賃借人の健康の内容を増

加させた。

https://www.collectivites-locales.gouv.fr/programme-
local-lhabitat-plh 

PREFET DE L’HERAULT (2013) 
ibid. 
イル＝ドゥ＝フランス整備・都市計画研究所によ

れば、「品位のない住宅」の概念は非衛生あるいは危

険建物より広く、非衛生あるいは危険建物と認定さ

れなくても快適さを欠く住宅は「品位ある住宅」と

は認められない。注 10 参照。

MINISTERE DE LA COHESION DES 
TERRITOIRES (2015) 

図 2 の「区分所有建物対応住居改善プログラム事

業」は OPAH の 1 類型であるが、ここで施行されて

いた事業とは別の類型である。

EVAIN (2017) 
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これらを回避するためには，発達障がい傾向のある子ど

もの特性に応じた対策を講じていく必要がある。

本研究の目的

本研究では，発達障がい傾向のある幼児が，家庭内や

幼稚園，保育所の屋内でどのような事故やけがを遭って

いるのかを明らかにするとともに，どういった対策が行

われているか、その効果はどうか，事故を起こしやすい

子どもはどのような事故を起こしているのかについて調

べることによって，発達障がい傾向のある子どもが安全

で快適に過ごすことができる住環境を提案したい。研究

の全体の構成を図 に示した。

図 本研究の構成

研究 ：発達障がい傾向のある子どもを持つ保護者

へのヒアリング調査

目的

発達障がい傾向のある幼児がどのような場所でどうい

ったけがをしているのか，家庭内でどういった対策をし

ているのかを明らかにする。

方法

調査対象者

家庭内で大きなけがや事故を起こした（起こしそうに

なった） 歳以上の発達障がい傾向のある幼児を持つ保

護者 名（うち、戸建て 名、集合住宅 名）。

手続き

発達障がい傾向のある子どもが通う療育機関，筆者ら

が講師を務める保護者を対象にした講演会，筆者らが日

常的に巡回指導をしている幼稚園や保育所において調査

協力者を募り，協力が可能であると回答した保護者に対

して直接ヒアリング調査を行った。ヒアリング調査の時

間は， 人の保護者につき約 時間であった。調査時期

は 年 月～ 年 月であった。

なお，事故防止の方法として挙げられたものを一級建

築士の深谷繁生氏よりチェックを受け，建築士の立場か

ら適切ではない（安全性に問題がある）と判断されたも

のは本報告書から除外した。

本研究は筑波大学医学医療系医の倫理審査委員会の

承認を得て実施した（承認番号 ）。

結果と考察

発達障がい傾向のある子どもの事故実態

家庭内で子どもがどのような事故やけがに遭ったのか

を尋ね，多く挙げられた回答を表 に，その他に挙げ

られた代表的な回答を表 － に示した。

表 によると，「高所（階段，ベランダ，家具など）か

ら転落した」と回答した者が最も多かった。高所のなか

には，階段，階段の吹き抜け部分，ベランダ，家具，上

り框などがあった。

階段から転落する子どもの中でも，階段を降りようと

してうっかり足を踏み外してしまうケース，階段の登り

の際に転ぶケース，階段の手すりによじ登って転落する

ケース，階上の吹き抜け部分から階下を見下ろして落下

するケースなど，さまざまであった。

また，ベランダから転落したケースでは，エアコンの

室外機を使ってベランダの柵に登ってしまい，結果的に

転落するケースが多かったが，わざわざ子どもがいすを

ベランダに持って行き，柵に登ってしまったケースもあ

った。加えて，ベランダ越しに隣家のベランダに渡る遊

びを子どもが思いついてしまい，その遊びの途中で転落

したケースがあった。

家具からの転落については，ソファーの背もたれの部

分を歩いていたケースと本棚やタンスの上に登っていた

ケースが多かった。なかには棚に登っている途中に棚ご

とひっくり返り，子どもが棚の下敷きになったケースが

あった。また，ベッドの上で飛び跳ねていた際に足を滑

らせ，床に転落し，骨折した子どもがいた。

「机や家具にぶつかって出血した」ケースでは，机や家

具の下に潜り込み，出てくるときに角に頭をぶつけるこ

とが多かった。なかには，「食卓についている際に興奮し，

いすの上に立ち上がったところ，バランスを崩して転倒

し，その拍子にテーブルの角で頭をぶつけ， 針縫うケ

ガをした」子どもがいた。また，部屋の中で走り回って

いて，家具の角に頭をぶつけるケースもあった。さらに，

パニック（発達障がい児に特有の興奮状態）になり，壁

に頭をぶつけて出血してしまったケースがあった。

このように，発達障がい傾向のある子どもは大人が予

想もしないような行動をして，事故に遭ったり，けがを

していた。しかも，事故にはならなかったが，ヒヤリハ

ットは毎日のように経験していると全員の保護者が述べ

ていた。また，子どもはこのような行動を繰り返し，け
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がをした後も，やめようとせずに，保護者は頭を抱えて

いる状態であった。さらに，幸いなことに事故にはつな

がっていなかったが「玄関から勝手に外に飛び出してい

く」（ ％， 名）という，保護者にとって非常に心配に

なる行動を起こす子どもがいた。

表 発達障がい傾向のある子どもが家庭内で

起こした事故（複数回答） 対象児 名

高所（階段，ベランダ，家具など）から

転落，転倒した

％（ 名）

机や家具にぶつかった ％（ 名）

ドアや引き出しに指をはさんだ ％（ 名）

床（風呂場を含む）で転んだ ％（ 名）

表 発達障がい傾向のある子どもが家庭内で

起こした「その他」の事故

穴があると，指をいれたがり，鉛筆削り機に自分の

指を入れてしまい，爪が削れ，指先を大きく切った

コンセントの穴にクリップなどを差し込み，火花が

出て，子どもは軽いやけどを負った

浴槽のふたに乗って，ジャンプをしており，ふたが

割れてお湯をはった浴槽に落ちた

勝手に扉を開けて包丁をだして遊んでいたために，

手を切った

ブロックを鼻の穴の奥に入れてしまい，取れなくな

った

子ども自身にけがが生じるわけではないが，家族や周

囲が迷惑する行為をすることがあった。たとえば，「電気

のスイッチを常に押して遊んでいる」（ ％， 名），「冷

蔵庫の開閉をひたすらしている」（ ％， 名），「トイレ

の水をいつも流している」（ ％， 名），「好きな食材を

勝手に出して口に入れている」（ ％， 名）という回答

があった。これらは，発達障がい傾向の特性の一つであ

る「こだわり」が原因である。いくら禁止されても，子

どもはその行為をやめることができず，保護者にとって

は大きなストレスになる。特に，冷蔵庫の開閉を続ける

ことによって，庫内の食材が腐ってしまう，電気代が高

くつくなどの問題が生じている。加えて，好きな食材を

子どもが勝手に食べることがあり，「マカロニが好きな子

どもが，茹でる前の乾燥した状態のマカロニを食べて，

下痢と腹痛を起こした」など体調不良につながるケース

があった。また，「ベランダや窓から物を落とす」「大量

のトイレットペーパーやおもちゃをトイレに流してトイ

レを詰まらせる」などの回答があった。これらも，子ど

も自身にけがが生じるわけではないが，家族はとても困

惑することである。

事故防止のための保護者の対応

①転落防止の対応

保護者が子どもの事故やけがにどのような対応をして

いたのかを尋ねた。階段からの転落を防ぐために，階段

の上下に柵を設けたと回答した保護者が ％（ 名）い

た。ただし，子どもの衝動性が強い場合に，乳児用の柵

をつけてもそれを押し倒して壊されてしまい，結果的に

役に立たなかったという意見が 名から出された。その

ため， 名のうち 名は建築会社に依頼して頑丈な柵を

作りつけたと述べていた。

また，ベランダからの転落防止のために，エアコンの

室外機を床置き式から天井からの吊り下げ式に変え，室

外機がベランダの柵の足掛かりにならないようにしたと

いう回答が ％（ 名）あった。また，ベランダの柵の

上に人工芝を裏返したもの（突起があり，足で踏むと痛

みを感じる）を柵の上に貼った保護者がいた。

さらに，そもそもベランダに出ないように窓に複数の

鍵をつけた保護者が ％（ 名）いた。ただし，両面テ

ープや吸盤で止めるタイプのサッシストッパーや補助ロ

ックをつけただけでは，子どもが強い力でドアをひいた

ら取れてしまったという意見があり，子どもによっては

役に立たなかった。

ドアの高いところに補助のカギをつけたところ，子ど

もがわざわざリビングからいすを持ってきて，補助のカ

ギを開けてしまったという意見があった。その家庭では，

いすや台になりそうな物は，使用するとき以外は，常に

カギのかかる物置に入れておくと述べていた。また，ダ

イヤル式の鍵をつけたと答えた保護者がいた。ただし，

そのなかには，子どもが数字にこだわりがあり，番号を

覚えて，鍵を解除できるようになってしまったという失

敗談もあった。つまみ部分を取り外せるタイプの補助ロ

ック（写真 ）を使った家庭では，子どもがあきらめ

て，ベランダに行かなくなったと答えていた。

また， 段ベッドから転落して子どもが骨折したケー

スでは， 段ベッドを解体し，布団で寝させるようにし

たと述べていた。

写真 つまみ部分を取り外せるタイプの補助ロック
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これらを回避するためには，発達障がい傾向のある子ど

もの特性に応じた対策を講じていく必要がある。

本研究の目的

本研究では，発達障がい傾向のある幼児が，家庭内や

幼稚園，保育所の屋内でどのような事故やけがを遭って

いるのかを明らかにするとともに，どういった対策が行

われているか、その効果はどうか，事故を起こしやすい

子どもはどのような事故を起こしているのかについて調

べることによって，発達障がい傾向のある子どもが安全

で快適に過ごすことができる住環境を提案したい。研究

の全体の構成を図 に示した。

図 本研究の構成

研究 ：発達障がい傾向のある子どもを持つ保護者

へのヒアリング調査

目的

発達障がい傾向のある幼児がどのような場所でどうい

ったけがをしているのか，家庭内でどういった対策をし

ているのかを明らかにする。

方法

調査対象者

家庭内で大きなけがや事故を起こした（起こしそうに

なった） 歳以上の発達障がい傾向のある幼児を持つ保

護者 名（うち、戸建て 名、集合住宅 名）。

手続き

発達障がい傾向のある子どもが通う療育機関，筆者ら

が講師を務める保護者を対象にした講演会，筆者らが日

常的に巡回指導をしている幼稚園や保育所において調査

協力者を募り，協力が可能であると回答した保護者に対

して直接ヒアリング調査を行った。ヒアリング調査の時

間は， 人の保護者につき約 時間であった。調査時期

は 年 月～ 年 月であった。

なお，事故防止の方法として挙げられたものを一級建

築士の深谷繁生氏よりチェックを受け，建築士の立場か

ら適切ではない（安全性に問題がある）と判断されたも

のは本報告書から除外した。

本研究は筑波大学医学医療系医の倫理審査委員会の

承認を得て実施した（承認番号 ）。

結果と考察

発達障がい傾向のある子どもの事故実態

家庭内で子どもがどのような事故やけがに遭ったのか

を尋ね，多く挙げられた回答を表 に，その他に挙げ

られた代表的な回答を表 － に示した。

表 によると，「高所（階段，ベランダ，家具など）か

ら転落した」と回答した者が最も多かった。高所のなか

には，階段，階段の吹き抜け部分，ベランダ，家具，上

り框などがあった。

階段から転落する子どもの中でも，階段を降りようと

してうっかり足を踏み外してしまうケース，階段の登り

の際に転ぶケース，階段の手すりによじ登って転落する

ケース，階上の吹き抜け部分から階下を見下ろして落下

するケースなど，さまざまであった。

また，ベランダから転落したケースでは，エアコンの

室外機を使ってベランダの柵に登ってしまい，結果的に

転落するケースが多かったが，わざわざ子どもがいすを

ベランダに持って行き，柵に登ってしまったケースもあ

った。加えて，ベランダ越しに隣家のベランダに渡る遊

びを子どもが思いついてしまい，その遊びの途中で転落

したケースがあった。

家具からの転落については，ソファーの背もたれの部

分を歩いていたケースと本棚やタンスの上に登っていた

ケースが多かった。なかには棚に登っている途中に棚ご

とひっくり返り，子どもが棚の下敷きになったケースが

あった。また，ベッドの上で飛び跳ねていた際に足を滑

らせ，床に転落し，骨折した子どもがいた。

「机や家具にぶつかって出血した」ケースでは，机や家

具の下に潜り込み，出てくるときに角に頭をぶつけるこ

とが多かった。なかには，「食卓についている際に興奮し，

いすの上に立ち上がったところ，バランスを崩して転倒

し，その拍子にテーブルの角で頭をぶつけ， 針縫うケ

ガをした」子どもがいた。また，部屋の中で走り回って

いて，家具の角に頭をぶつけるケースもあった。さらに，

パニック（発達障がい児に特有の興奮状態）になり，壁

に頭をぶつけて出血してしまったケースがあった。

このように，発達障がい傾向のある子どもは大人が予

想もしないような行動をして，事故に遭ったり，けがを

していた。しかも，事故にはならなかったが，ヒヤリハ

ットは毎日のように経験していると全員の保護者が述べ

ていた。また，子どもはこのような行動を繰り返し，け
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②机や家具にぶつかることを防止するための対応

回答者の全員が，机や家具の角にクッション素材のガ

ードをつけていると答えた。また，狭い棚の中に入り込

んだ後，出る際に頭をぶつけてけがを繰り返す子どもの

家庭では，子どもが入ることができる棚のスペースをな

くす代わりに，部屋の隅に 人用でビニール素材の子ど

も用テントを配置することにしたと述べていた。狭い所

に行きたくなった場合にはテントに入るように促すこと

によって，身体をぶつけるけががなくなったようである。

③指つめ防止のための対応

ドアの隙間に指を入れてしまう子どもに対して，ドア

の隙間にホームセンターなどで購入したガードをつけた

り，写真 のように牛乳パックをつなげたものをつけ

たりしている家庭があった（ ％， 名）。

引き出しには，ホームセンターなどで販売されている

乳児用のいたずら防止のためのロックをつけていると回

答した保護者がいた（ ％， 名）。すべての引き出しに

カギをつけ（カギはすべて同じもの），保護者だけがその

カギをもつようにしたという家庭があった。

④冷蔵庫の開閉防止の対応

冷蔵庫のドアの開閉をし続ける子どもがいる家庭のな

かには，冷蔵庫にチェーンをまき，カギでとめておく対

応をしたと回答した保護者がいた（ ％， 名）。しかし，

チェーンに子どもがぶら下がって遊ぶようになってしま

い，冷蔵庫が子どもの方に倒れたという事故が起こって

から，現在はチェーンをせず，子どもが自由に冷蔵庫を

開け閉めする状態が続いているようである。

写真 指つめ防止のために牛乳パックをドアの

隙間につけている

⑤玄関からの飛び出し防止のための対応

玄関からの飛び出しを防止するために，カギを工夫し

ている家庭が ％（ 名）あった。そのうち，複数のカ

ギを取りつけていた家庭， 字型のロックをしてそこに

カギで開けるタイプの南京錠をする家庭（父親と母親だ

けがカギを持ち歩く）， 字型ロックと靴箱の扉の把手を

チェーンで結んだ家庭，リモコンロックを設置した家庭

があった。 つの家庭のみであったが，玄関に絵カード

を貼って，子どもに注意を促していた家庭があった。具

体的には，母親と子どもが一緒に手をつないでいる写真

の上に，「まま と いっしょ」という文字と〇が描かれ

ている絵カード，子ども一人だけの写真の上に「○○ち

ゃん（子どもの名前）だけ」という文字と×が描かれて

いる絵カード（図 ）を貼り，毎日，子どもと「ママ

と一緒の時しか，外に行きません」と教えていたようで

あった。その絵カードを貼ったばかりの時は，外に出よ

うとすることがあったが，繰り返し，絵カードを見せな

がら，「○○ちゃんだけで行きません」と教えていくこと

によって，一人で外に行く頻度が減ったようであった。

⑥トイレでの水遊び防止のための対応

ある家庭では，常に外側からトイレのカギを閉めておく

と答えていた。なお，トイレのドアノブにひもでコインを

つけておき，コインでねじ部分をひねってカギを開けると

のことであった。この家庭の子どもは手先が不器用である

ため，コインでカギを開けられないことから，現在のとこ

ろは子どもが勝手にトイレに入り，遊ぶことはなくなった

ようである。一般的に，発達障がい傾向のある子どもの手

指の巧緻性は定型発達の子どもよりも劣っている傾向が

あることが確かめられている（水野・徳田 ）。

図 玄関に貼った絵カード（イメージ図）

子どもがトイレットペーパーを便器に大量に流してつま

らせてしまう家庭では，トイレットペーパーを子どもが

見えない場所にしまい， 回分ずつのトイレットペーパ

ーを子どもに渡すようにしていると答えていた。

子どもが便器に物を流してつまらせてしまう家庭，洗

剤などで遊んでしまう家庭では，トイレの個室内にでき

るだけ物を置かないようにして，備品はカギのかかる高

い位置にある棚にしまうようにしたと述べていた。トイ

レに入った際に，物があることに子どもが気づかなけれ

ば，問題となる行為をしなくなるようであった。

研究 ：発達障がい傾向のある幼児を担当する保育者

へのヒアリング調査

目的

発達障がい傾向のある幼児が屋内での保育活動中にど
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ういったけがをしたり，ヒヤリハットを起こすのか，保

育所，幼稚園内でどういった対策をしているのかを明ら

かにする。

方法

調査対象者

歳以上の発達障がい傾向のある子どもが在籍する保

育所，幼稚園 園

手続き

筆者らが講師を務める保育者を対象にした研修会，巡

回指導をしている幼稚園や保育所において調査協力者を

募り，協力が可能であると回答してくれた保育者に対し

て直接ヒアリング調査を行った。ヒアリング調査の時間

は， 園につき約 時間程度であった。調査時期は

年 月～ 年 月であった。

なお，一級建築士の深谷繁生氏よるチェックと研究倫

理審査に関しては研究 と同様であった。

結果と考察

発達障がい傾向のある子どもの事故実態

発達障がい傾向のある子どもは，定型発達の子どもに

比べて，転ぶ，物にぶつかる，指をはさむことが多いこ

とをすべての保育者が述べていた。

特に，階段で転んで出血や骨折をするケース（ ％，

園）が多かった。また，廊下に飛び出して，他の子ど

もとぶつかって本人がけがをするだけでなく（ ％，

名），ぶつかられた子どもがけがをするケースもあった

（ ％， 園）。

また，いすに座って活動している最中にいすに座りな

がらガタガタと前後に揺れて，バランスを崩して後頭部

を打ったり，隣りの子どものいすの座面に頭を打って出

血したりするケースがあった（ ％， 園）。その他に，

「保育者が目を離したすきに，ロッカーにおいてあった

ハサミを振り回していた」，「掃除用の洗剤を見つけて，

飲もうとしていた」というヒヤリハットがあった。

事故防止のための保育者の対応

幼稚園や保育所では，子どものけがを未然に防ぐた

めに，環境を調整することに加えて，視覚的な手がか

りを用いて，事故を未然に防ぐために，子どもに注意

を促すための指導していた。環境の調整としては，子

どもに触ってほしくない物は，子どもの手が届かない

ところに置くだけでなく，子どもから見えないように

工夫をしている保育者が多かった。たとえば，「ハサミ

は子どもから見えない高さのロッカーにしまい、その

上で，そのロッカーにカーテンをつけておき，ぱっと

見て，ハサミがロッカーにあることを子どもに気づか

せないようにする」といった意見があった。

また，アップライトピアノの蓋を頻繁に開け閉めし

て遊ぶ子ども，鍵盤の下に潜り込み，頭をぶつけてし

まう子どもに対して，「ピアノ全体に無地の布をかける

（写真 ），蓋にストッパーをつけて，子どもでは蓋

を開けられないようにする（写真 ），鍵盤の下の空

間を見えなくするために，黒い段ボールで蓋の上から

隙間なくはめ込む（写真 ）」などの対応をしている

保育者がいた。

写真 ピアノに布をかける

写真 ピアノの蓋にストッパーをつける

写真 黒い段ボールで，ピアノの下の空間を

隙間なくはめ込む

ドアの隙間での指つめを防止するために，ドア自体

を工夫している園があった。たとえば，閉められた状

態，開けられた状態において，内側からも外側からも

ドアと壁側の隙間が大きく，子どもが指をいれても，

挟まれない構造にしているところがあった（写真 ，
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②机や家具にぶつかることを防止するための対応

回答者の全員が，机や家具の角にクッション素材のガ

ードをつけていると答えた。また，狭い棚の中に入り込

んだ後，出る際に頭をぶつけてけがを繰り返す子どもの

家庭では，子どもが入ることができる棚のスペースをな

くす代わりに，部屋の隅に 人用でビニール素材の子ど

も用テントを配置することにしたと述べていた。狭い所

に行きたくなった場合にはテントに入るように促すこと

によって，身体をぶつけるけががなくなったようである。

③指つめ防止のための対応

ドアの隙間に指を入れてしまう子どもに対して，ドア

の隙間にホームセンターなどで購入したガードをつけた

り，写真 のように牛乳パックをつなげたものをつけ

たりしている家庭があった（ ％， 名）。

引き出しには，ホームセンターなどで販売されている

乳児用のいたずら防止のためのロックをつけていると回

答した保護者がいた（ ％， 名）。すべての引き出しに

カギをつけ（カギはすべて同じもの），保護者だけがその

カギをもつようにしたという家庭があった。

④冷蔵庫の開閉防止の対応

冷蔵庫のドアの開閉をし続ける子どもがいる家庭のな

かには，冷蔵庫にチェーンをまき，カギでとめておく対

応をしたと回答した保護者がいた（ ％， 名）。しかし，

チェーンに子どもがぶら下がって遊ぶようになってしま

い，冷蔵庫が子どもの方に倒れたという事故が起こって

から，現在はチェーンをせず，子どもが自由に冷蔵庫を

開け閉めする状態が続いているようである。

写真 指つめ防止のために牛乳パックをドアの

隙間につけている

⑤玄関からの飛び出し防止のための対応

玄関からの飛び出しを防止するために，カギを工夫し

ている家庭が ％（ 名）あった。そのうち，複数のカ

ギを取りつけていた家庭， 字型のロックをしてそこに

カギで開けるタイプの南京錠をする家庭（父親と母親だ

けがカギを持ち歩く）， 字型ロックと靴箱の扉の把手を

チェーンで結んだ家庭，リモコンロックを設置した家庭

があった。 つの家庭のみであったが，玄関に絵カード

を貼って，子どもに注意を促していた家庭があった。具

体的には，母親と子どもが一緒に手をつないでいる写真

の上に，「まま と いっしょ」という文字と〇が描かれ

ている絵カード，子ども一人だけの写真の上に「○○ち

ゃん（子どもの名前）だけ」という文字と×が描かれて

いる絵カード（図 ）を貼り，毎日，子どもと「ママ

と一緒の時しか，外に行きません」と教えていたようで

あった。その絵カードを貼ったばかりの時は，外に出よ

うとすることがあったが，繰り返し，絵カードを見せな

がら，「○○ちゃんだけで行きません」と教えていくこと

によって，一人で外に行く頻度が減ったようであった。

⑥トイレでの水遊び防止のための対応

ある家庭では，常に外側からトイレのカギを閉めておく

と答えていた。なお，トイレのドアノブにひもでコインを

つけておき，コインでねじ部分をひねってカギを開けると

のことであった。この家庭の子どもは手先が不器用である

ため，コインでカギを開けられないことから，現在のとこ

ろは子どもが勝手にトイレに入り，遊ぶことはなくなった

ようである。一般的に，発達障がい傾向のある子どもの手

指の巧緻性は定型発達の子どもよりも劣っている傾向が

あることが確かめられている（水野・徳田 ）。

図 玄関に貼った絵カード（イメージ図）

子どもがトイレットペーパーを便器に大量に流してつま

らせてしまう家庭では，トイレットペーパーを子どもが

見えない場所にしまい， 回分ずつのトイレットペーパ

ーを子どもに渡すようにしていると答えていた。

子どもが便器に物を流してつまらせてしまう家庭，洗

剤などで遊んでしまう家庭では，トイレの個室内にでき

るだけ物を置かないようにして，備品はカギのかかる高

い位置にある棚にしまうようにしたと述べていた。トイ

レに入った際に，物があることに子どもが気づかなけれ

ば，問題となる行為をしなくなるようであった。

研究 ：発達障がい傾向のある幼児を担当する保育者

へのヒアリング調査

目的

発達障がい傾向のある幼児が屋内での保育活動中にど
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写真 ）。さらに，引き戸の上枠の柱に近い部分にフ

ラットレール用ストッパー（写真 ）をつけて，勢い

よく扉を閉めても，ストッパーの位置で，扉がいった

ん止まるようにしている（写真 ）ところがあった。

また，階段を走って降りて転んでけがをする子ども

がいる園では，階段の上下に柵をつけるだけでなく（写

真 ），階段の中央付近にも柵を作り，階段を下りる

スピードが出ないようにしていた（写真 ）。

指導方法としては，廊下に，子どもの目の高さに「あ

るく」という絵カードを貼り，子どもが廊下を歩く前

に保育者が絵カードを指さして，「歩いていく」ことを

子どもと約束し，子どもが走らずに廊下を移動できた

らほめるという対応を繰り返し行っていると述べた保

育者がいた（写真 ）。また，棚の上に「×」あるい

は「のぼりません」と書かれている絵カードを貼って

おいたり，入ってはいけない場所のドアに「×」を貼っ

ておいたりして，子どもが自分で「登ってはいけない」

「入ってはいけない」ことがわかるように指導してい

た保育者がいた。 さらに，興奮しすぎてしまったり，

パニック（気持ちが不安定になり，泣き叫んだり，暴

れてしまう状態）になった時に，手当たり次第に物を

投げて本人だけでなく，周囲の子どもにもケガをさせ

てしまう子どもへの対応として，可動式の柵を使い，

子どもが一人で落ちつける空間を作った（写真 ）

保育者がいた。

写真 隙間が大きく，指をはさまない構造のドア

写真 隙間が大きく，指をはさまない構造のドア

写真 上枠にフラットレール用ストッパーが

ついている

写真 フラットレール用ストッパーの位置で

扉がいったん止まるようになっている

写真 階段の上部の柵

写真 階段の途中の柵
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写真 部屋の前の廊下の子どもの目の高さに

「あるく」という絵カードを貼っている

写真 子どもが一人で落ち着ける場所を作る

研究 ：幼児を持つ保護者への質問紙調査

目的

一般的に幼児は家庭内でどのようなけがをしているの

か，けがが極端に多い子どもと発達障がい傾向に関係が

あるのかを明らかにする。

方法

①調査対象者 
埼玉県内の保育所（ か所），茨城県内の保育所（

か所）に子どもを通わせている保護者，関東地方にあ

る屋内遊戯施設（ か所）で 歳以上の幼児を遊ばせ

ていた保護者 名を対象にして質問紙を配布し，

部を回収した（回収率 ％）。そのうち，回答に不備の

あるものを除き， 部を分析対象とした。

②手続き 
保育所に子どもを通わせている保護者には保育者が，

また屋内遊戯施設を利用している保護者に対しては店舗

スタッフが質問紙と郵送用封筒を手渡した。調査対象者

は，質問紙に回答を記入した後，ポストに投函した。な

お，質問紙は自記式無記名式の調査であり，質問紙およ

び返信用封筒に氏名等を記入しないように依頼した。調

査は 年 ～ 月に実施した。

結果と考察

歳以上の幼児が家庭の中でどのような事故やけがを

起こしたり，起こしそうになったりしたことがあるかを

確認するために， の項目について「起こしたことがあ

る」「起こしそうになったことがある」「特に問題はなか

った」の選択で回答を求めた。なお，事故やけがを「起

こしたことがある」場合を「アクシデントあり」，「起こ

しそうになったことがある」場合を「インシデントあり」

ととらえた。 の項目のうちで， 人の子どもに対して

「アクシデントがあった」と回答された個数を計数し，

平均を求めたところ， （ ＝ ）であった。そこ

で，表 にはアクシデントの個数が平均よりも 以

上の差があった者（アクシデントの個数が 個以上；以

下，アクシデント多群）とそれ以下であった者（ 個以

下；以下，アクシデント少群）に分けて，アクシデント

およびインシデントが生じた割合を示した。なお，紙面

の都合上，アクシデントがあった割合が全体の 以上の

項目だけを示す。

表 によると，「机の下にもぐって，頭を机にぶつけ

る」「机や家具の角に頭をぶつける」「フローリングの上

で走って転ぶ」「いすから転落する」「ドアに指をはさむ」

に関しては，全体の半数以上がアクシデントを起こして

いた。特に，アクシデント多群がこれらの問題を起こし

た割合が高かった。また，「階段で転落する」「安定性の

悪い物の上に立って，転ぶ」「ベッドで飛び跳ねて床に落

ちる」「口に入れてはいけない物を口に入れる」「カーテ

ンやブラインドにぶら下がる」といった項目は，全体の

割合をみるとそれほど高くないが，アクシデント多群が

これらのアクシデントを起こした割合が高かった。つま

り，これらの項目は， 歳以上になれば，一般的には善

悪の判断がついたり，先の見通しをもち，それをやると

どのような事故につながるかを予測できるようになった

りするためにやらなくなるが，アクシデント多群の子ど

もは，それができずに問題を起こしてしまうことが推測

できる。

また，表 に示した内容以外にどのような事故やけ

がを起こしたのかを尋ねたところ，アクシデント多群の

子どもは，「『さわってはいけない』と大人が再三にわた

って注意していたにもかかわらず，オイルヒーターをさ

わり続けていて，やけどをした（やけどをして治療を受

けた後も，まださわり続けている）」，「家の中で興奮して，

ガラスに頭から突っ込み，頭を 針縫うけがをした」，「部

屋の中をクルクルとまわっており，勢い余って転んで歯

を折った」などの発達障がい傾向のある子どもの特性（こ

だわり，衝動性，常同行動）が関係していると思われる

けがをしていた。

これらのことから，アクシデント多群は，判断力が弱

い，衝動性が強い，先の見通しをもてないなどの発達障

がい傾向がある可能性が高い子どもであると判断できる。
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写真 ）。さらに，引き戸の上枠の柱に近い部分にフ

ラットレール用ストッパー（写真 ）をつけて，勢い

よく扉を閉めても，ストッパーの位置で，扉がいった

ん止まるようにしている（写真 ）ところがあった。

また，階段を走って降りて転んでけがをする子ども

がいる園では，階段の上下に柵をつけるだけでなく（写

真 ），階段の中央付近にも柵を作り，階段を下りる

スピードが出ないようにしていた（写真 ）。

指導方法としては，廊下に，子どもの目の高さに「あ

るく」という絵カードを貼り，子どもが廊下を歩く前

に保育者が絵カードを指さして，「歩いていく」ことを

子どもと約束し，子どもが走らずに廊下を移動できた

らほめるという対応を繰り返し行っていると述べた保

育者がいた（写真 ）。また，棚の上に「×」あるい

は「のぼりません」と書かれている絵カードを貼って

おいたり，入ってはいけない場所のドアに「×」を貼っ

ておいたりして，子どもが自分で「登ってはいけない」

「入ってはいけない」ことがわかるように指導してい

た保育者がいた。 さらに，興奮しすぎてしまったり，

パニック（気持ちが不安定になり，泣き叫んだり，暴

れてしまう状態）になった時に，手当たり次第に物を

投げて本人だけでなく，周囲の子どもにもケガをさせ

てしまう子どもへの対応として，可動式の柵を使い，

子どもが一人で落ちつける空間を作った（写真 ）

保育者がいた。

写真 隙間が大きく，指をはさまない構造のドア

写真 隙間が大きく，指をはさまない構造のドア

写真 上枠にフラットレール用ストッパーが

ついている

写真 フラットレール用ストッパーの位置で

扉がいったん止まるようになっている

写真 階段の上部の柵

写真 階段の途中の柵
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表 歳以上の幼児が家庭内で起こしたアクシデント，インシデントの割合

15個以上（n=25） 100％（25名）
14個以下（n=549）72％（397名） 8％（43名）
15個以上（n=25） 100％（25名）
14個以下（n=548）68％（372名） 10％（53名）
15個以上（n=25） 100％（25名）
14個以下（n=551）64％（353名） 9％（47名）
15個以上（n=25） 96％（24名） 4％（1名）
14個以下（n=544）57％（311名） 13％（68名）
15個以上（n=25） 88％（22名） 3％（12名）
14個以下（n=556）55％（305名） 15％（82名）
15個以上（n=25） 96％（24名） 1％（4名）
14個以下（n=548）46％（252名） 17％（93名）
15個以上（n=25） 92％（23名） 4％（1名）
14個以下（n=548）43％（235名）18％（100名）
15個以上（n=25） 96％（24名）
14個以下（n=549）34％（189名）19％（102名）
15個以上（n=25） 88％（22名） 4％（1名）
14個以下（n=527）27％（145名）23％（119名）
15個以上（n=24） 100％（24名）
14個以下（n=548）22％（121名）23％（125名）
15個以上（n=25） 72％（18名） 8％（2名）
14個以下（n=543）23％（123名） 17％（91名）
15個以上（n=25） 64％（16名） 20％（5名）
14個以下（n=551）20％（112名）18％（100名）
15個以上（n=25） 76％（19名） 16％（4名）
14個以下（n=551）18％（101名） 16％（85名）
15個以上（n=25） 76％（19名） 20％（5名）
14個以下（n=548） 15％（80名） 15％（81名）
15個以上（n=25） 48％（12名） 24％（6名）
14個以下（n=547） 13％（73名） 18％（96名）
15個以上（n=25） 60％（15名） 20％（5名）
14個以下（n=548） 10％（52名） 6％（32名）
15個以上（n=25） 52％（13名） 36％（9名）
14個以下（n=550） 9％（49名） 27％（149名）
15個以上（n=25） 44％（11名） 8％（2名）
14個以下（n=546） 9％（47名） 5％（30名）
15個以上（n=25） 44％（11名） 40％（10名）
14個以下（n=546） 8％（44名） 21％（112名）
15個以上（n=25） 56％（14名） 20％（5名）
14個以下（n=549） 6％（35名） 12％（68名）
15個以上（n=25） 28％（7名） 24％（6名）
14個以下（n=548） 7％（39名） 5％（29名）
15個以上（n=25） 20％（5名） 40％（10名）
14個以下（n=551） 7％（39名） 12％（66名）
15個以上（n=25） 32％（8名） 28％（7名）
14個以下（n=551） 4％（20名） 10％（53名）

アクシデント個数 アクシデントあり インシデントあり

7％（44名）

5％（28名）

安定性の悪い物（小さな積み木や
　ブロックなど）の上に立って，転ぶ

口に入れてはいけない物（たばこの吸い殻，
　ボタン，化粧品など）を口に入れる

高い場所（家具の上など）によじ登って
　転落する

テーブルクロスを引いて，机の上に置いて
　あるものを落とす

穴（電動の鉛筆削り器など）に自分の指を
　入れる

置いてあった熱い物（電気ポットのお湯や
　カップ麺など）をこぼしてやけどする
コンセントに細い物（定規やヘアピンなど）
　を突っ込む

10％（58名）

包丁を勝手にさわる 9％（55名）

8％（49名）

浴槽の中に頭から落ちる 8％（46名）

カーテンやブラインドにぶら下がる 17％（99名）

14％（85名）

ベランダや窓から物を落とす 12％（69名）

扇風機に手を突っ込む 10％（62名）

25％（145名）

ベッドで飛び跳ねて床に落ちる 25％（145名）

玄関や門のカギを勝手に開けて飛び出す 22％（128名）

20％（120名）

お風呂場ですべって転ぶ 44％（258名）

ビニール袋を頭にかぶる 36％（213名）

階段で転落する 36％（213名）

いすから転落する 56％（335名）

ドアに指をはさむ 55％（327名）

引き出しに指をはさむ 47％（276名）

机の下にもぐって，頭を机にぶつける 71％（422名）

机や家具の角に頭をぶつける 67％（397名）

フローリングの上で走って転ぶ 64%（378名）

アクシデント割合
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研究 ：幼稚園，保育所に勤務する保育者への質問紙

調査

目的

歳以上の幼児が幼稚園，保育所の屋内でどのような

ケガをしているか，ヒヤリハットがあるのか，保育者は

どのような対策を講じているのかを明らかにする。

方法

①調査対象者

埼玉県内（ か所），茨城県内（ か所），広島県内（

か所）で行った保育者を対象にした研修会に参加した保

育者のうち， 歳以上の子どものクラスを担当している

名を対象に質問紙を配布し， 部を回収した（回収

率 ％）。そのうち，回答に不備のあるものを除き，

部を分析対象とした。うち、幼稚園に勤務している者は

％（ 名）、保育所 ％（ 名）、こども園 ％（

名）、不明 ％（ 名）であった。平均保育歴は、

年であった。

②調査方法

留置式による無記名式自記式質問紙調査を行った。調

査時期は 年 月～ 年 月であった。

結果と考察

歳以上児が園の中でどのような事故やけがを起こし

たり，起こしそうになったりしたことがあるかを確認す

るために，表 に示した の項目について「起こし

表 中での 歳以上の子どもの事故

アクシデント インシデント

いすから転落する ％（ 名） ％（ 名）

ドアに指をはさむ ％（ 名） ％（ 名）

机や家具の角に頭をぶつける ％（ 名） ％（ 名）

机の下にもぐって，頭を机にぶつける ％（ 名） ％（ 名）

引き出しに指をはさむ ％（ 名） ％（ 名）

安定性の悪い物（小さな積み木やブロックなど）の上に立って，転ぶ ％（ 名） ％（ 名）

包丁を勝手にさわる ％（ 名） ％（ 名）

ビニール袋を頭にかぶる ％（ 名） ％（ 名）

ベランダや窓から物を落とす ％（ 名） ％（ 名）

玄関や門のカギを勝手に開けて飛び出す ％（ 名） ％（ 名）

階段で転落する ％（ 名） ％（ 名）

口に入れてはいけない物（たばこの吸い殻，ボタン，化粧品など）を口に入れる ％（ 名） ％（ 名）

カーテンやブラインドにぶら下がる ％（ 名） ％（ 名）

テーブルクロスを引いて，机の上に置いてある物を落とす ％（ 名） ％（ 名）

高い場所（家具の上など）によじ登って転落する ％（ 名） ％（ 名）

穴（電動の鉛筆削り器など）に自分の指を入れる ％（ 名） ％（ 名）

プールの中に頭から落ちる ％（ 名） ％（ 名）

コンセントに細い物（定規やヘアピンなど）を突っ込む ％ （ 名） ％（ 名）

扇風機に手を突っ込む ％ （ 名） ％（ 名）

水洗トイレに落ちる ％ （ 名） ％ （ 名）

ベランダや窓から転落する ％ （ 名） ％（ 名）

吹き抜けから身を乗り出して転落する ％ （ 名） ％ （ 名）

テレビにぶら下がってテレビが倒れる ％ （ 名） ％ （ 名）

ファンヒーターやドライヤーなどの温風が出るところに手を突っ込んでやけどする ％（ 名） ％（ 名）

置いてあった熱い物（電気ポットのお湯やカップ麺など）をこぼしてやけどする ％（ 名） ％（ 名）

洗剤を誤って飲む ％（ 名） ％ （ 名）

洗濯機をのぞいていて，中に落ちる ％ （ 名）
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表 歳以上の幼児が家庭内で起こしたアクシデント，インシデントの割合

15個以上（n=25） 100％（25名）
14個以下（n=549）72％（397名） 8％（43名）
15個以上（n=25） 100％（25名）
14個以下（n=548）68％（372名） 10％（53名）
15個以上（n=25） 100％（25名）
14個以下（n=551）64％（353名） 9％（47名）
15個以上（n=25） 96％（24名） 4％（1名）
14個以下（n=544）57％（311名） 13％（68名）
15個以上（n=25） 88％（22名） 3％（12名）
14個以下（n=556）55％（305名） 15％（82名）
15個以上（n=25） 96％（24名） 1％（4名）
14個以下（n=548）46％（252名） 17％（93名）
15個以上（n=25） 92％（23名） 4％（1名）
14個以下（n=548）43％（235名）18％（100名）
15個以上（n=25） 96％（24名）
14個以下（n=549）34％（189名）19％（102名）
15個以上（n=25） 88％（22名） 4％（1名）
14個以下（n=527）27％（145名）23％（119名）
15個以上（n=24） 100％（24名）
14個以下（n=548）22％（121名）23％（125名）
15個以上（n=25） 72％（18名） 8％（2名）
14個以下（n=543）23％（123名） 17％（91名）
15個以上（n=25） 64％（16名） 20％（5名）
14個以下（n=551）20％（112名）18％（100名）
15個以上（n=25） 76％（19名） 16％（4名）
14個以下（n=551）18％（101名） 16％（85名）
15個以上（n=25） 76％（19名） 20％（5名）
14個以下（n=548） 15％（80名） 15％（81名）
15個以上（n=25） 48％（12名） 24％（6名）
14個以下（n=547） 13％（73名） 18％（96名）
15個以上（n=25） 60％（15名） 20％（5名）
14個以下（n=548） 10％（52名） 6％（32名）
15個以上（n=25） 52％（13名） 36％（9名）
14個以下（n=550） 9％（49名） 27％（149名）
15個以上（n=25） 44％（11名） 8％（2名）
14個以下（n=546） 9％（47名） 5％（30名）
15個以上（n=25） 44％（11名） 40％（10名）
14個以下（n=546） 8％（44名） 21％（112名）
15個以上（n=25） 56％（14名） 20％（5名）
14個以下（n=549） 6％（35名） 12％（68名）
15個以上（n=25） 28％（7名） 24％（6名）
14個以下（n=548） 7％（39名） 5％（29名）
15個以上（n=25） 20％（5名） 40％（10名）
14個以下（n=551） 7％（39名） 12％（66名）
15個以上（n=25） 32％（8名） 28％（7名）
14個以下（n=551） 4％（20名） 10％（53名）

アクシデント個数 アクシデントあり インシデントあり

7％（44名）

5％（28名）

安定性の悪い物（小さな積み木や
　ブロックなど）の上に立って，転ぶ

口に入れてはいけない物（たばこの吸い殻，
　ボタン，化粧品など）を口に入れる

高い場所（家具の上など）によじ登って
　転落する

テーブルクロスを引いて，机の上に置いて
　あるものを落とす

穴（電動の鉛筆削り器など）に自分の指を
　入れる

置いてあった熱い物（電気ポットのお湯や
　カップ麺など）をこぼしてやけどする
コンセントに細い物（定規やヘアピンなど）
　を突っ込む

10％（58名）

包丁を勝手にさわる 9％（55名）

8％（49名）

浴槽の中に頭から落ちる 8％（46名）

カーテンやブラインドにぶら下がる 17％（99名）

14％（85名）

ベランダや窓から物を落とす 12％（69名）

扇風機に手を突っ込む 10％（62名）

25％（145名）

ベッドで飛び跳ねて床に落ちる 25％（145名）

玄関や門のカギを勝手に開けて飛び出す 22％（128名）

20％（120名）

お風呂場ですべって転ぶ 44％（258名）

ビニール袋を頭にかぶる 36％（213名）

階段で転落する 36％（213名）

いすから転落する 56％（335名）

ドアに指をはさむ 55％（327名）

引き出しに指をはさむ 47％（276名）

机の下にもぐって，頭を机にぶつける 71％（422名）

机や家具の角に頭をぶつける 67％（397名）

フローリングの上で走って転ぶ 64%（378名）

アクシデント割合
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たことがある」「起こしそうになったことがある」「特に

問題はなかった」の選択で回答を求めた。なお，表

は現在，担当しているクラス全体でのアクシデント，イ

ンシデントに関する回答であり， 人の子どもについて

尋ねたものではない。

表 によると，保護者に対する調査と同様に，「いす

から転落する」，「ドアに指をはさむ」，「机の下にもぐっ

て，頭を机にぶつける」，「机の下にもぐって，頭を机に

ぶつける」アクシデントやインシデントが多いことが確

認できた。また，少数であったが，「高い場所（家具の上

など）によじ登って転落する」，「穴（電動の鉛筆削り器

など）に自分の指を入れる」，「コンセントに細い物（定

規やヘアピンなど）を突っ込む」，「扇風機に手を突っ込

む」といった発達障がい傾向が背景にあることが推測で

きるアクシデントやインシデントが園内でも起こってい

たことが確認できた。

子どもに事故やけがないように気をつけていることを

尋ねたところ，「扉にドアクッションをつけて，勢いよく

閉まらないようにするとともに，完全にドアが閉まらな

いようにして，子どもが指つめをしないようにしている」，

「発達障がい傾向のある子どもが興味のある物は，高い

位置にある棚の中に入れ，その子どもに見えないように

した」，「部屋の入口の床に『とまれ』の文字とマークを

貼っておき，必ず止まるように子どもに教えた」，「遊び

の中で，『忍者ごっこ』『泥棒ごっこ』として，そっと歩

くように教えていき，移動するときに，『忍者になってい

こう』『泥棒になっていこう』と伝えることで，ゆっくり

と歩けるようになった」などが挙げられた。

研究 ：一般の大学生に対する質問紙調査

目的

大学生を対象に，幼児期から小学校低学年の頃を思い

出してもらい（回想調査），どのようなケガやヒヤリハッ

トがあったのかを質問紙調査によって明らかにする。

方法

①調査対象者

茨城県内（ か所），富山県内（ か所），東京都内（

か所），香川県内（ か所），沖縄県内（ か所）の大学に

通っている学生 名を対象にし， 名から回答を得

た（回収率 ％）。うち、女性 ％（ 名）、男性 ％

（ 名）であった。平均年齢は 歳であった。

②調査方法

各大学の授業後に質問紙を配布し，留置法によって回

収した。なお，質問紙は無記名の自記式であった。調査

時期は 年 月～ 月であった。

結果と考察

幼児期から小学校低学年の頃にどのような事故やけが

を起こしたり，起こしそうになったりしたかを の項目

（ 項目は表 に示したもの）について「起こしたこ

とがある」「起こしそうになったことがある」「特に問題

はなかった」の選択で尋ねた結果を表 に示した。

表 大学生が回想した幼児期から小学校低学年までの事故

アクシデント インシデント

机の下にもぐって，頭を机にぶつける ％（ 名） ％ （ 名）

フローリングで転ぶ ％（ 名） ％（ 名）

いすから転落する ％（ 名） ％（ 名）

階段で転落する ％（ 名） ％（ 名）

ビニール袋を頭にかぶる ％（ 名） ％（ 名）

風呂場ですべる ％（ 名） ％（ 名）

高い場所（家具の上など）によじ登って転落する ％（ 名） ％（ 名）

置いてあった熱い物（電気ポットのお湯やカップ麺など）

をこぼしてやけどする
％（ 名） ％（ 名）

包丁を勝手にさわる ％（ 名） ％（ 名）

ベッドから落ちる ％（ 名） ％（ 名）

扇風機に手を突っ込む ％（ 名） ％（ 名）

穴（電動の鉛筆削り器など）に自分の指を入れる ％（ 名） ％（ 名）

ファンヒーターやドライヤーなどの温風が出るところに

手を突っ込んでやけどする
％（ 名） ％（ 名）

浴槽に頭から落ちる ％ （ 名） ％（ 名）

浴槽のふたに乗って落ちる ％ （ 名） ％（ 名）
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表 によると，「机の下にもぐって，頭を机にぶつけ

る」，「フローリングで転ぶ」，「いすから転落する階段で

転落する」，「ビニール袋を頭にかぶる」，「風呂場ですべ

る」，「高い場所（家具の上など）によじ登って転落する」

ことを 割以上の学生が子どもの頃にしていることが確

認され，発達障がい傾向の有無にかかわらず，これらの

事故が多く起こるものであることが確認できた。

の項目のうちで，「アクシデントがあった」と回答

された個数を計数し，平均を求めたところ， （ ＝

）であった。アクシデントの個数が平均よりも

以上の差があった者（ 個以上）は，「机の下にもぐっ

て，頭を机にぶつける」，「フローリングで転ぶ」，「いす

から転落する」，「階段で転落する」，「ビニール袋を頭に

かぶる」，「風呂場ですべる」，「高い場所（家具の上など）

によじ登って転落する」，「置いてあった熱い物（電気ポ

ットのお湯やカップ麺など）をこぼしてやけどする」，「包

丁を勝手にさわる」，「ベッドから落ちる」の 項目にお

いて ％以上が子どもの頃にアクシデントを起こして

いた。保護者への調査と同様に，これらは発達障がい傾

向のある子どもが起こす可能性が極めて高いと言える。

．まとめ

本研究の結果，発達障がい傾向のある子どもは家具等

に頭をぶつける，転ぶ，高所から転落する，指をはさむ

等の行為が定型発達の子どもに比べて多いことを確認し

た。これらの背景には，発達障がい傾向のある子どもは

注意視野が狭いこと，ボディイメージを持つことが苦手

であること，衝動性が強いこと，狭い所を好むこと，危

険な行動をしていても，それがどのような結果につなが

るかを想像することが苦手であること，強い刺激を求め

たがること，こだわりがあることなどの特性がうかがわ

れた。そのため，子どもに危険な行動をやめさせたくて

も，子どもの障害特性が背景にあるために，理論で子ど

もに説得しても効果はないと言うことである。実際に，

保護者の多くは，子どもが危険な行動をした際には注意

したが，一向に改善されず，毎日のように繰り返される

と述べていた。つまり，一般的に幼児が不適切な行動を

した場合には，なぜその行動をしたらいけないのかの理

由を説明することが有効であるが，発達障がい傾向のあ

る子どもには，同じように注意するだけでは不十分であ

ると言える。そのため，事故を未然に防ぐための環境を

事前に整えておくとともに，子どもの障害特性に応じた

指導を考えていかなくてはならない。

玄関から子どもが一人で出ていかないように絵カード

を貼って教えていった保護者，廊下を走らないようにす

るために「あるく」という絵カードを子どもの目線に貼

った保育者，部屋と廊下の境界に「とまれ」を示した保

育者などが具体的なモデルとなるであろう。絵カードを

見せながら，どうすればいいのか，何をしてはいけない

のかを事前に指導し，その行為をしそうになった際には

絵カードを指さしながら注意し，その行為をしなかった

ときにはほめるという行動を続けたことによって，子ど

もは徐々に自身でやってはいけないことを認識し，けが

が減ったという。

本研究で，保護者も保育者も，発達障がい傾向のある

子どもに事故やけがをさせないように細心の注意を払っ

ていたが，どのような対応をすればよいのかがわからず，

常に試行錯誤を繰り返している状態であることがわかっ

た。ピアノの隙間部分を段ボールで覆う，ドアの隙間を

牛乳パックで覆うなど，家庭や保育の場で有効であった

方法を広めていくとともに，不適切な方法はなぜそれが

いけないのかを伝えていくことが強く求められる。保護

者のなかには，対応の方法がわからずに，毎日のように

叱り続けているケースがあった。子どもは障害特性のた

めに危険な行動やめることができないにもかかわらず，

叱責を受け続けることから，精神的に不安定になるなど

の二次障害を負うことになる危険性が考えられる。つま

り，発達障がい傾向のある子どもが安全で快適に住むた

めの環境整備の方法と子どもへの指導の仕方を具体的に

広めることによって，子どもだけでなく保護者，保育者

も救われることになる。

今後は，本研究で明らかにした好事例，子どもが安全

に育つための住生活でのポイントをインターネットサイ

ト （ ；発達障がいのある子

どもや育てにくい子どもを持つ保護者を支援するための

子育てサイト）に掲載していくとともに，保護者や保育

者に広めていく活動をする。また，それによって保護者

や保育者の行動や認識がどのように変化するのかを心理

学的に明らかにしていきたい。
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たことがある」「起こしそうになったことがある」「特に

問題はなかった」の選択で回答を求めた。なお，表

は現在，担当しているクラス全体でのアクシデント，イ

ンシデントに関する回答であり， 人の子どもについて

尋ねたものではない。

表 によると，保護者に対する調査と同様に，「いす

から転落する」，「ドアに指をはさむ」，「机の下にもぐっ

て，頭を机にぶつける」，「机の下にもぐって，頭を机に

ぶつける」アクシデントやインシデントが多いことが確

認できた。また，少数であったが，「高い場所（家具の上

など）によじ登って転落する」，「穴（電動の鉛筆削り器

など）に自分の指を入れる」，「コンセントに細い物（定

規やヘアピンなど）を突っ込む」，「扇風機に手を突っ込

む」といった発達障がい傾向が背景にあることが推測で

きるアクシデントやインシデントが園内でも起こってい

たことが確認できた。

子どもに事故やけがないように気をつけていることを

尋ねたところ，「扉にドアクッションをつけて，勢いよく

閉まらないようにするとともに，完全にドアが閉まらな

いようにして，子どもが指つめをしないようにしている」，

「発達障がい傾向のある子どもが興味のある物は，高い

位置にある棚の中に入れ，その子どもに見えないように

した」，「部屋の入口の床に『とまれ』の文字とマークを

貼っておき，必ず止まるように子どもに教えた」，「遊び

の中で，『忍者ごっこ』『泥棒ごっこ』として，そっと歩

くように教えていき，移動するときに，『忍者になってい

こう』『泥棒になっていこう』と伝えることで，ゆっくり

と歩けるようになった」などが挙げられた。

研究 ：一般の大学生に対する質問紙調査

目的

大学生を対象に，幼児期から小学校低学年の頃を思い

出してもらい（回想調査），どのようなケガやヒヤリハッ

トがあったのかを質問紙調査によって明らかにする。

方法

①調査対象者

茨城県内（ か所），富山県内（ か所），東京都内（

か所），香川県内（ か所），沖縄県内（ か所）の大学に

通っている学生 名を対象にし， 名から回答を得

た（回収率 ％）。うち、女性 ％（ 名）、男性 ％

（ 名）であった。平均年齢は 歳であった。

②調査方法

各大学の授業後に質問紙を配布し，留置法によって回

収した。なお，質問紙は無記名の自記式であった。調査

時期は 年 月～ 月であった。

結果と考察

幼児期から小学校低学年の頃にどのような事故やけが

を起こしたり，起こしそうになったりしたかを の項目

（ 項目は表 に示したもの）について「起こしたこ

とがある」「起こしそうになったことがある」「特に問題

はなかった」の選択で尋ねた結果を表 に示した。

表 大学生が回想した幼児期から小学校低学年までの事故

アクシデント インシデント

机の下にもぐって，頭を机にぶつける ％（ 名） ％ （ 名）

フローリングで転ぶ ％（ 名） ％（ 名）

いすから転落する ％（ 名） ％（ 名）

階段で転落する ％（ 名） ％（ 名）

ビニール袋を頭にかぶる ％（ 名） ％（ 名）

風呂場ですべる ％（ 名） ％（ 名）

高い場所（家具の上など）によじ登って転落する ％（ 名） ％（ 名）

置いてあった熱い物（電気ポットのお湯やカップ麺など）

をこぼしてやけどする
％（ 名） ％（ 名）

包丁を勝手にさわる ％（ 名） ％（ 名）

ベッドから落ちる ％（ 名） ％（ 名）

扇風機に手を突っ込む ％（ 名） ％（ 名）

穴（電動の鉛筆削り器など）に自分の指を入れる ％（ 名） ％（ 名）

ファンヒーターやドライヤーなどの温風が出るところに

手を突っ込んでやけどする
％（ 名） ％（ 名）

浴槽に頭から落ちる ％ （ 名） ％（ 名）

浴槽のふたに乗って落ちる ％ （ 名） ％（ 名）
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